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ハラ スメント の 防止 等 に 関す る 基本 方 針 


ハラ スメント の 防止 に 向け て 
(1) は じ め に 
雇用 の 分 野 に お ける 男女 の 均等 な 機会 及び 待遇 の 確保 等 に 関す る 法律 (昭和 47 年 法律 第 
113 号 ) 、 労 働 施策 の 総合 的 な 推進 並び に 労働 者 の 雇用 の 安定 及び 職業 生活 の 充実 等 に 関す 
る 法律 (昭和 41 年 法律 第 132 号 ) 及び 育児 休業 、 介 護 休業 等 又は 家族 介護 を 行う 労働 者 の 
福祉 に 関す る 法律 (平成 3 年 法律 第 76 号 ) に より 、 職場 に お ける セク シュ アル ハラ ス メ ン 
ト 、 パ ワー ハラ スメント 及び 妊娠 、 出 産 、 育 児 又 は 介護 に 関す る ハラ スメント に つい て 、 
事業 主 の 雇用 管理 上 の 防止 措置 が 義務 づけ られ まし た 。 

これ ら を は じ め と する 職場 に お ける ハラ スメント (以下 「 ハ ラス メン ト 」 と いう 。) は 、 
同じ 職場 に 働く 者 の 意欲 を 阻害 し 、 職 場 牧 序 を 乱 し 、 業 務 の 円 滑 な 遂行 を 妨げ る と と も に 、 
職員 の 健康 状態 の 悪化 、 県 の 信用 失墜 な ど 重 大 な 支障 を も た ら す お それ が あり ます 。 

し た が っ て 、 い か な る 形 で あっ て も ハラ スメント は 許さ れ ま せん 。 
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(2) ハラ スメント が 生じ る 要因 

セク シュ アル ハラ スメント が 生じ る 要因 と し て は 、 相 手 を 性 的 な 関心 の 対象 と し て と ら 
え 、 対等 な パー トナ ー と し て 意識 し て いな いこ と 、 性 に 関す る 受け 止め 方 に は 個人 や 男女 
間 で 差 が ある こと を 十分 認識 せ ず に 不用 意 な 言動 を と る こと が あげ られ ます 。 

また 、 職場 に お ける 上 下関 係 な どの 優越 的 な 地位 を 不当 に 利用 し 、 性 的 な 言動 を と る こ 
と は 、 勤 務 環 境 の 悪化 な ど セ クシ ュ ア ル ハ ラス メン ト に 起因 し た 問題 を 生じ させ る 要因 の 
ーー つと な っ て いる も の と 思わ れ ま す 。 









































パワ ー ハ ラス メン ト が 生じ る 要因 と し て は 、 言 動 の 受け 止め 方 は 世代 や 個人 に よっ て 異 
な る 可能 性 が ある こと を 十分 認識 せ ず に 、 主 観 的 な 言動 に より 職員 の 指導 に 当たる こと が 
挙げ られ ま す 。 また 、 業 務 指示 、 指導 、 調整 等 の 内 容 が 適切 で あれ ば 手段 や 態様 は 問わ な 
いと いっ た 誤っ た 認識 に より 業務 指示 等 に 当たる こと も 要因 と し て 挙げ られ ます 。 

な お 、 パワ ー ハ ラス メン ト が 生じ る 背 基 に は 、 職員 同士 の コミ ュ ニ ケー ショ ン の 希薄 化 
な ど 職 場 環境 の 問題 も ある と 考え られ ます 。 
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妊娠 、 出 産 、 育 児 又 は 介護 に 関す る ハラ スメント が 生じ る 要因 と し て は 、 和 妊娠 、 出 産 、 

育児 又は 介護 に 関す る 否定 的 な 言動 (不妊 治療 に 対す る 否定 的 な 言動 を 含め 、 他 の 職員 の 
妊娠 、 出産 等 の 否定 に つなが る 言動 や 制度 等 の 利用 の 否定 に つなが る 言動 で 、 単 な る 自ら 
の 意思 の 表明 を 除き 、 本 人 に 直接 行わ な い 言動 も 含む 。) が 頻繁 に 行わ れる な ど 制 度 等 の 
利用 又は 利用 の 請求 等 を し に くい 職場 風土 や 制度 等 の 利用 が で きる こと の 周知 が 不 十分 
で ある こと が 考え られ ます 。 





























ハラ スメント の 防止 の ため に は 、 職員 一 人 ひと り が お 互い を 尊重 し 、 周 囲 と 円 滑 な コミ 
ュ ニ ケー ショ ン 等 を 図る こと や 差別 の な い 良 好 な 勤務 環境 の 維持 に 努め る 必要 が あり ま 
す 。 














セク シュ アル ハラ スメント と は 
セク シュ アル ハラ スメント と は 、 他 の 者 を 不快 に させ る 職場 に お ける 性 的 な 言動 及び 職員 


が 他 の 職員 を 不快 に させ る 職場 外 に お ける 性 的 な 言動 を いい 、「 対 価 型 」 と 「 環 境 型 」 が あ 





り ま す 。 
(1) 「 他 の 者 を 不快 に させ る 」 と は 
「 他 の 者 を 不快 に させ る 」 と は 、 職員 が 他 の 職員 を 不快 に させ る こと 、 職員 が その 職務 


に 従事 する 際 に 接する 職員 以外 の 者 を 不快 に させ る こと 及び 職員 以外 の 者 が 職員 を 不快 
に させ る こと を いい ます 。 
(2) 「 職 場 」 と は 
「 職 場 」 に は 、 職員 が 通常 その 業務 を 遂行 する 場所 の ほか 、 出 張 先 その 他 当該 職員 が 通 
常勤 務 す る 場所 以外 の 場所 で あっ て 、 当該 職員 が 業務 を 遂行 する 場所 も 含ま れ ま す (以下 
同じ 。)。 
(3) 「 性 的 な 言動 」 と は 
「 性 的 な 言動 」 と は 、 性 的 な 関心 や 欲求 に 基づく 言動 を いい ます が 、 こ れ に は 、 性 別に 
より 仕事 の 役割 を 分 担 すべ き と す る 意識 又は 性 的 志向 若しくは 性 自認 に 関す る 偏見 に 基 
づく 言動 も 含ま れ ま す 。 
(4) 類型 
ア 対価 型 セ クシ ュ ア ル ハ ラス メン ト 
職場 に お いて 行わ れる 職員 の 意 に 反する 性 的 な 言動 に 対す る 職員 の 対応 に より 、 その 
職員 が 不利 益 を 受け る こと で す 。 
イ 環境 型 セ クシ ュ ア ル ハ ラス メン ト 
職場 に お いて 行わ れる 職員 の 意 に 反する 性 的 な 言動 に より 職員 の 勤務 環境 が 不快 な 
も の と な っ た た め 、 能 力 の 発揮 に 重大 な 悪影響 が 生じ る な ど 、 そ の 職員 が 勤務 する 上 
で 看過 で き な い 程度 の 支障 が 生じ る こと で す 。 
(5) セク シュ アル ハラ スメント に な り 得 る 言動 
国家 公務 員 に お ける セク シュ アル ハラ スメント を 防止 する た め に 定め られ た 人 事 院 規 
則 10 一 10 (セク シュ アル ・ ハ ラス メン ト の 防止 等 ) の 運用 に お いて 、 セ クシ ュ ア ル ハ ラ 
スメント に な り 得 る 言動 に つい て 、 別 記 の I の と お り 具 体 例 が 明示 され て いま す 。 


















































パワ ー ハ ラス メン ト と は 

パワ ー ハ ラス メン ト と は 、 職 務 に 関す る 優越 的 な 関係 を 背景 と し て 行わ れる 、 業 務 上 必 
要 か つ 相 当 な 範囲 を 超え る 言動 で や っ て 、 職 員 に 精神 的 若しくは 身体 的 な 苦痛 を 与え 、 職 
員 の 人 格 若 し く は 尊厳 を 害し 、 又 は 職員 の 勤務 環境 を 害する こと と な る よう な も の を いい 
ます 。 
(1) 「 職 務 に 関す る 優越 的 な 関係 を 背景 と し て 行わ れる 」 言動 と は 

「 職 務 に 関す る 優越 的 な 関係 を 背景 と し て 行わ れる 」 言動 と は 、 当 該 言動 を 受け る 職 
員 が 当該 言動 の 行為 者 に 対し て 抵抗 又は 拒絶 する こと が で き な い 著 然 性 が 高い 関係 を 背 
景 と し て 行わ れる も の を いい 、 典 型 的 な も の と し て 、 次 に 揚げ る も の が 挙げ られ ます 。 
ア 職務 上 の 地位 が 上 位 の 職員 に よる 言動 

イ 同僚 又は 部 下 に よる 言動 で 、 当 該 言動 を 行う 者 が 業務 上 必要 な 知識 や 豊富 な 経験 を 
有 し て お り 、 当 該 者 の 協力 を 得 な けれ ば 業務 の 円 滑 な 遂行 を 行う こと が 困難 な 状況 下 

で 行わ れる も の 

ウ 同僚 又は 部 下 か ら の 集団 に よる 行為 で 、 こ れ に 抵抗 又は 拒絶 を する こと が 困難 で あ 

る も の 
(2) 「 業 務 上 必要 か つ 相 当 な 範囲 を 超え る 」 言 動 と は 

「 業 務 上 必要 か つ 相 当 な 範囲 を 超え る 」 言 動 と は 、 社 会 通念 に 照ら し 、 当 該 言動 が 明 
ら か に 業務 上 必要 性 が な い 又 は その 態様 が 相当 で な いも の を いい 、 例 えば 、 次 に 掲げ る 
も の が 含ま れ ま す 。 な お 、 こ の よう な 言動 に 該当 する か 否 か は 、 具 体 的 な 状況 (言動 の 
目的 、 当 該 言動 を 受け た 職員 の 問題 行動 の 有無 並び に その 内 容 及 び 程 度 そ の 他 当 該 言 動 
が 行わ れ た 経緯 及び その 状況 、 業務 の 内 容 及び 性 質 、 当該 言動 の 態様 、 頻度 及び 継続 性 、 
職員 の 属性 及び 心身 の 状況 、 当 該 言動 の 行為 者 と の 関係 性 等 ) を 踏ま えて 総合 的 に 判断 
され ます 。 

ア 明らか に 業務 上 必要 性 が な い 言 動 























































































































































































































て 























イ 業務 の 目的 を 大 きく 逸脱 し た 言 
ウ 業務 の 目的 を 達成 する た め の 手段 と し て 不適 当 な 言動 
エ 当該 行為 の 回 数 ・ 時 間 、 当 該 言 動 の 行為 者 の 数 等 、 そ の 態様 や 手段 が 社会 通念 に 照 
らし て 許容 され る 範囲 を 超え る 言動 
国家 公務 員 に お ける パワ ー ハ ラス メン ト を 防止 する た め に 定め られ た 人 事 院 規則 10 一 
16 (パワ ー・ ハ ラス メン ト の 防止 等 ) の 運用 に お いて は 、 パ ワー ハラ スメント に な り 得 
る 言動 に つい て 、 別 記 の T の と お り 具 体 例 が 明示 され て いま す 。 
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4 妊娠 、 出 産 、 育 児 又 は 介護 に 関す る ハラ スメント と は 
妊娠 、 出 産 、 育 児 叉 は 介護 に 関す る ハラ スメント と は 、 妊娠 等 を し た こと 又は 妊娠 、』 
産 、 育 児 若 し く は 介護 に 関す る 制度 若しくは 措置 の 利用 に 関す る 職場 に お ける 言動 に より 
職員 の 勤務 環境 が 害さ れる こと を いい 、 上 司 又 は 同僚 か ら 行 われ る 、「 制 度 等 の 利用 へ の 嫌 
が ら せ 型 」 と 「 状 態 へ の 嫌がら せ 型 」 が あり ます 。 
(1) 「 妊 娠 等 を し た こと 」 と は 
「 妊 娠 等 を し た こと 」 と は 、 次 に 揚げ る 事由 を いい ます 。 
ア 妊娠 し た こと 。 
イ 出産 し た こと 。 
ウ 妊娠 又は 出産 に 起因 する 症状 に より 勤務 する こと が で き な い こと 若しくは で き な か 
っ た こと 又は 能率 が 低下 し た こと 。 
(2) 「 妊 娠 又は 出産 に 起因 する 症状 」 と は 
「 妊 娠 又は 出産 に 起因 する 症状 」 と は 、 つ わり 、 妊 娠 悪 阻 、 切 迫 流産 、 出 産後 の 回 復 
不全 等 、 妊 娠 又は 出産 を し た こと に 起因 し て 妊産婦 に 生じ る 症状 を いい ます 。 
(3) 類型 
ア 制度 等 の 利用 へ の 嫌がら せ 型 
県 に お ける 妊娠 、 出 産 、 育 児 又は 介護 に 起因 する 休暇 等 の 制度 又は 措置 (以下 「 制 
度 等 」 と い う 。) の 利用 に 関す る 言動 に より 、 勤 務 環境 が 害さ れる 以下 の 例 を いい ます 。 
( ア ) 不利 益 な 取扱 い 等 を 示唆 する こと 。 
( イ ) 制度 等 の 利用 の 請求 等 又は 制度 等 の 利用 を 阻害 する こと 。 
( ウ ) 制度 等 を 利用 し た こと に より 嫌がら せ 等 を する こと 。 
イ 状態 へ の 嫌がら せ 型 
女性 職員 が 妊娠 し た こと 出産 し た こと 等 に 関す る 言動 に より 、 勤 務 環境 が 害さ れ 
る 以下 の 例 を いい ます 。 
( ア ) 不利 益 な 取扱 い 等 を 示唆 する こと 。 
( イ ) 妊娠 等 を し た こと に より 嫌がら せ 等 を する こと 。 
(4) 妊娠 、 出 産 、 育 児 叉 は 介護 に 関す る ハラ スメント に な り 得 る 言動 
妊娠 、 出 産 、 育 児 又 は 介護 に 関す る ハラ スメント に な り 得 る 言動 に つい て は 、 別 記 の 
四 の と お り 上 具体 例 が 挙げ られ ます 。 







































































































































































































































































5 ハラ スメント の 防止 の た め に 
ハラ スメント を 防止 し 、 ハ ラス メン ト に 起因 する 問題 が 生じ た 場合 に これ に 適正 に 対応 す 
る た め に 、 所 属 長 及び 個々 の 職員 は 、 そ れ ぞ れ 責 務 を 負っ て いま す 。 
※ ハラ スメント に 起因 する 問題 
ハラ スメント に 起因 する 問題 と は 、 ハ ラス メン ト の た め 職 員 の 勤務 環境 が 害さ れる こ 
と 及び ハラ スメント へ の 対応 に 起因 し て 職員 が その 勤務 条件 に つき 不利 益 を 受け る こと 
を 指し ます 。 
「 ハ ラス メン ト の た め 職 員 の 勤務 環境 が 害さ れる こと 」 と は 、 職 員 が 直接 又は 間接 的 
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の 発揮 が 損なわ れる 程度 に 当該 職員 の 勤務 環境 が 不快 に な る こと を いい ます 。 
「 ハ ラス メン ト へ の 対応 」 と は 、 ハ ラス メン ト に 対す る 拒否 、 抗 議 、 苦 情 等 の 申出 人 
の 行為 を いい ます 。 
「 勤 務 条 件 に つき 不利 益 を 受け る こと 」 と は 、 昇 任 、 配 置換 等 の 任用 上 の 取扱 い 、 昇 
格 、 昇 給 、 勤 欠 手 当 等 の 給与 上 の 取扱 い 等 に 関し 不利 益 を 受け る こと を いい ます 。 
(1) 所 属 長 の 責務 
ア 職場 又は 職場 外 に お ける ハラ スメント の 防止 の 必要 性 に つい て 、 所 属 職 員 に 周知 を 
図る こと 。 
イ 所 属 職員 が それ ぞ れ 対等 な パー トナ ー と し て 業務 を 遂行 で きる よう に 良好 な 職場 環 
境 の 維持 に 努め る こと 。 
ウ 所 属 職 員 の 言動 に 留意 し 、 ハ ラス メン ト に な り 得 る 言動 が あっ た 場合 は 注意 を 喚起 
する こと 。 
エ 職場 に ハラ スメント に 起因 する 問題 が 生じ て いな いか 、 又 は その お それ が な いか 、 
勤務 環境 に 十分 な 注意 を 払う こと 。 
オ 所 属 職員 か ら ハ ラス メン ト に 関す る 相談 又は 苦情 が あっ た 場合 は 、 直 ちら に これ に 対 
応 す る と と も に 、 関 係 機関 と 必要 な 連絡 調整 を 行う こと 。 
カ ハラ スメント に 起因 する 問題 が 生じ た 場合 に は 、 事 態 を より 深刻 な も の に し な いよ 
う 迅 速 か つ 適切 に 対応 する こと 。 
(2) 職員 の 責務 
ア お 互い の 人 格 を 尊重 し 、 お 互い が 大 切な が パートナー で ある と いう 5 意識 を 持つ こと 。 
イ 職場 又は 職場 外 に お ける ハラ スメント を 許さ ず 、 ま た 、 自 ら 行 うこ と な く 、 お 互い 
に 良好 な 勤務 環境 の 維持 に 努め る こと 。 
(3) その 他 
2 か ら 4 まで の 内 容 は 、 複 合 的 に 生じ る 場合 も ある ほか 、 2 から 4 まで に 該当 し な い 
も の で あっ て も 、 同 じ 職 場 に 働く 者 の 意欲 を 阻害 する 等 の お それ が ある こと か ら 、2 か 
ら 4 ま で の いずれ か に 直接 該当 し な い 場 合 で あっ て も 、 所 属 長 及び 職員 は 、(1 ) 及 び (2) 
に 準じ し 、 ハ ラス メン ト を 防止 し 、 ハ ラス メン ト に 起因 する 問題 が 生じ た 場合 に これ に 適 
正 に 対応 する 必要 が あり ます 。 








に ハラ スメント を 受け る こと に より 、 職 務 に 専念 する こと が で き な く な る な ど そ の 能率 
等 


















































































































































ハラ スメント に 関す る 研修 

ハラ スメント の 防止 及び ハラ スメント が 生じ た 場合 の 対応 に 関す る 意識 の 刻 発 及び 知識 
の 向上 の た め に 、 研 修 を 実施 し ます 。 

研修 の 実施 に 当たっ て は 、 受 講 す る 職員 の 職位 や 役割 に 応じ 、 求 め ら れる 役割 及び 技能 
に つい て 理解 を 深め る 内 容 と し ます 。 


























ハラ スメント に 関す る 相談 ・ 苦 情 へ の 対応 
(1) 相談 ・ 苦 情 窓口 
ハラ スメント に 関す る 相談 叉 は 苦情 に 対応 する た め 、 相 談 ・ 苦 情 窓口 を 総務 部 に 設 思 
じ ま ず 。 
(2) 相談 ・ 苦 情 の 申 
ハラ スメント の 被害 を 受け た と 感じ た 職員 は 、 相 談 ・ 苦 情 窓口 に 相談 又は 苦情 を 申し 
る こと が が で さき まず 。 
この 申し 出 は 、 ハ ラス メン ト の 直接 の 被害 者 だ け で な く 、 他 の 職員 に 対す る ハラ ス メ 
ント を 不快 に 思う 職員 に よっ て も 行う こと が で きま す 。 
な お 、 相 談 ・ 苦 情 に は 公平 に 対処 し 、 プ ライ バシ ー は 守ら れ ま す 。 
また 、 相 談 を し 、 苦 情 を 申し 出 た こと 等 を 理由 に し て 、 不 利益 な 取扱 い を 受け る こと 











































































































































































































も 一 切 あ り ま せん 。 
(3) 苦情 の 処理 
職員 か ら の ハラ スメント に 関す る 相談 ・ 苦 情 の 申出 が あっ た 場合 は 、 相 談 ・ 苦 情 窓 口 

の 職員 が 事実 関係 等 を 確認 し 、 問 題 の 解決 に 当たり ます 。 










































































8 懲戒 処分 
ハラ スメント に 該当 する 言動 に は 、 様 々 な も の が あり ます が 、 地 方 公務 員 法 (昭和 25 年 
法律 第 261 号 ) に 規定 する 信用 失墜 行為 、 全 体 の 寿 仕 者 た る に ふさ わし く な い 非 行 に 該当 す 
る 場合 に は 、 懲 戒 処分 に 付 さ れる こと が あり ます 。 




















別記 ハラ スメント に な り 得 る 言動 の 例 








ハラ スメント の 状況 は 多様 で あり 、 職 場 の 雰囲気 や 個人 の 意識 に も 関わ る 幅広 い 問 題 で あり 一 定 の 客 
観 性 が 必要 と な り ま す が 、 ハ ラス メン ト に な り 得 る 言動 と し て 、 以 下 の 例 が 挙げ られ ます 。 















































I セク シュ アル ハラ スメント に な り 得 る 言動 の 例 
1 職場 内 外 で 起き や すい も の 
(1) 性 的 な 内 容 の 発言 関係 
ア 性 的 な 関心 、 欲 求 に 基づく も の 




















( ア ) スリ ー サ イズ を 聞く な ど 身 体 的 特徴 を 話題 に する こと 。 
( イ ) 聞く に 耐え な い 卑 狼 な 冗談 を 交わ すこ と 。 
( ウ ) 体調 が 悪 そ を うな 女性 に 「 今 日 は 生理 日 か 」、「 も う 更 年 期 か 」 など と 言う こと 。 
( エ ) 性 的 な 経験 や 性 生活 に つい て 質問 する こと 。 
( オ ) 性 的 な 噂 を 立て た り 、 性 的 な か ら か い の 対 象 と する こと 。 
イ 性 別に より 差別 し よう と する 意識 等 に 基づく も の 
( ア ) 「 男 の くせ に 根性 が な い 」、「 女 に は 仕事 を 任せ られ な い 」、「 女 性 は 職場 の 花 で あり さえ 
すれ ば いい 」 な ど と 発言 する こと 。 
( イ ) 「 男 の 子 、 女 の 子 」、「 僕 、 坊 や 、 お 嬢 さん 」、「 お じ さ ん 、 お ば さん 」 な ど と 人 格 を 認 
な いよ うな 呼び 方 を する こと 。 
(ウツ) 性 的 志向 や 性 自認 を か ら か いや いじ め の 対 象 と し た り 、 性 的 志向 や 性 自認 を 本 人 の 承 庄 
な し に 第 三 者 に 漏らし た りす る こと 。 
(2) 性 的 な 行動 関係 
ア 性 的 な 関心 、 欲 求 に 基づく も の 
( ア ) ヌー ド ポ スタ ー 等 を 職場 に 貼る こと 。 
( イ ) 雑誌 等 の 卑 狼 な 写真 ・ 記 事 等 を わざ と 見 せ た り 、 読 ん だ りす る こと 。 
( ウ ) 身体 を 執 失 に 眺め 回 すこ と 。 
( エ ) 食事 や デー ト に し つこ く 誘 うこ と 。 
( オ ) 性 的 な 内 容 の 電話 を か けた り 、 性 的 な 内 容 の 手紙 ・E メー ル を 送る こと 。 
( カ ) 身体 に 不 必要 に 接触 する こと 。 
( キ ) 浴室 や 更衣 室 等 を の ぞ き 見 する こと 。 
イ 性 別に より 差別 し よう と する 意識 等 に 基づく も の 
女性 で ある と いう だ け で 職場 で お 茶 く み 、 掃 除 、 私 用 等 を 強要 する こと 。 
2 主 に 職場 外 に お いて 起こ る も の 
(1) 性 的 な 関心 、 欲 求 に 基づく も の 
性 的 な 関係 を 強要 する こと 。 
(2) 性 別に より 差別 し よう と する 意識 等 に 基づく も の 
ア カラ オケ で の デュ エッ ト を 強要 する こと 。 
イ 酒席 で 、 上 司 の 側 に 座席 を 指定 し た り 、 お 的 や チー クダ ンス 等 を 強要 する こと 。 
【 出 
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院 規 則 10 一 10 (セク シュ アル ・ ハ ラス メン ト の 防止 等 ) の 運用 に つい て 








由 パワ ー ハ ラス メン ト に な り 得 る 言動 の 例 


1 暴力 
(1) 
(2) 
(3) 


2 暴言 ・ 


(1) 
(2) 
(3) 





・ 傷 害 








色 「 の 職員 の 前 で 無 


書類 で 頭 を 叩く 。 
部 下 を 殴っ た り 、 蹴 っ た りす る 。 
相手 に 物 を 投げ つけ る 。 
名 誉 表 損 ・ 
人 格 を 否定 する よう な 時 胃 雑 言 を 浴び せる 。 
能 な や つ だ と 言っ た り 、 土 下 座 を させ た りす る 。 


作 辱 
































相手 を 時 倒 ・ 
( 注 ) 「 性 








が 、 











も 該当 する 。 
3 執 抑 な 非難 


(1) 
(2) 








4 威圧 的 な 行為 


(1 ) 











(2) 


目 分 の : 











転嫁 


し た りす る 。 








毎 辱 す る 








改善 点 を 具体 的 に 指示 する こと な く 、 何 
長 時 間 上 厳し く 叱 責 し 続け る 。 



































よう な 内 容 の 電子 メー ル 等 を 複数 の 職員 移 て に 送信 する 。 
的 指向 又は 性 自認 に 関す る 偏見 に 基づく 言動 」 は 、 セ クシ ュ ア ル ・ ハ ラス メン ト に 該当 する 
職務 に 関す る 優越 的 な 関係 を 背景 と し て 行わ れる こ う し た 言動 は 、 




















5 実現 不可 能 ・ 無 駄 な 業務 の 強要 


(1) 


(2) 
(3) 


(1) 
(2) 
(3) 
(4) 


まで 
する よう 厳命 する 
緊急 性 が な い に も か か わら ず 、 毎週 の よう に 土曜 日 や 日 
に 業務 と は 関係 の な い 私 的 な 


6 仕事 を 与え な い ・ 


部 下 





気に入ら な い 部 | 
課員 全員 に 送付 する 業 
意 に 沿わ な い 職 員 を 他 の 職員 か ら 隔 離す る 。 


























7 個 の 侵害 





(CL) 








(2) f 











は な ら な い 。 


【 出 典 】 








Oo 














まで 把 鳴 り 続 けた り 、 





部 下 達 の 前 で 、 書 類 を 何 度 も 激しく 机 に 叩き 付け る 。 
計 に 治っ た 発言 を する 




















分 担 し て 行っ て きた 大 量 の 業務 














隔離 ・ 仲 間 外 し ・ 無 視 











知人 に 委ね られ る べき 私 生活 に 関す る 
取 人 に 知ら れ た く な い 職 員 本 人 や 家族 の 
( 注 ) 1 から 7 まで の 言動 に 該当 








人 事 院 規則 10 一 16 (パワ ー 


気に入ら な い 部 下 に 仕事 を させ な い 。 
ド を 無視 し 、 会 議 に も 参加 させ な い 。 
務 連 絡 の メー ル を 特 














を 未経験 の 部 下 に 全部 # 


E 用 の 処理 を 強 | 








し な けれ ば パワ ー・ 


・ ハ ラス メン ト の 防止 等 ) の 運 











問 











ーー 


定 の 職員 に だ け 送 付 し な い 。 














ハラ スメント と な ら な いと いう 趣旨 
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2 この 





間 に も わた っ て 繰り 返し 文書 の ョ 


三 】 






































3 に つい て 





自分 の ミス を 有無 を 言わ さ ず 部 下 に 責任 


1 し つけ 、 期 限 内 に 全て 処 





ハラ スメント に 


き 直 し を 命じ る 。 





【【 











zal 














に 出勤 する こと を 命じ る 。 
骨 的 に 行わ せる 。 


ほ 柄 に つい て 、 仕 事 上 の 不利 益 を 示唆 し て 干渉 する 。 
人 情報 を 言い ふら す 。 

















理解 され て 











皿 妊娠 、 出 産 、 育 児 又は 介護 に 関す る ハラ スメント に な り 得 る 言動 の 例 


1 


制度 等 の 利用 へ の 嫌がら せ 型 


「 制 度 
下 「 制 度 等 」 と 





RS 
で ある 。 


ゴゴ 





等 の 利 














(1) 制度 等 





ア 危険 有害 業務 の 就業 



































骨 限 (均等 則 第 2 条 の 3 第 4 号 関 係 ) 


イ 軽易 な 業務 へ の 転換 ( 釣 等 則 第 2 条 の 3 第 6 号 関係 ) 

































































































































































































































































































































































































































































































































































用 へ の 嫌がら せ 型 」 と は 、 具体 的 に は 、(1) ア か ら ス まで に 掲げ る 制度 又は 措置 ( 以 
いう 。) の 利用 に 関す る 言動 に より 就業 環境 が 害さ れる も の で あり 、 
(2) に 掲げ る も の が ある が 、(1 ) 及 び (2) に 掲げ る も の は 限定 列挙 で は な いこ と に 留意 が 必要 























型 的 な 例 と し 













































































ウ 変形 労働 時 間 制 が と られ る 場合 に お ける 法定 労働 時 間 を 超え る 労働 時 間 の 制限 、 時 間 外 労働 
及び 休日 労働 の 制限 並び に 深夜 業 の 制限 (均等 則 第 2 条 の 3 第 7 号 関 係 ) 
エ 育児 休業 (地方 公務 員 の 育児 休業 等 に 関す る 法律 
オ 育児 短 時 間 勤 務 (地方 公務 員 の 育児 休業 等 に 関す る 法律 ) 
カ 部 分 休業 (地方 公務 員 の 育児 休業 等 に 関す る 法律 
キ 特別 休暇 (職員 の 勤務 時 間 、 休 日 及び 休暇 に 関す る 条例 ) 
( ア ) 妊産婦 の 保健 指導 
( イ ) 産前 休暇 
( ウ ) 産後 休暇 
( エ ) 育児 時 間 
( オ ) 乳幼児 の 介助 休暇 
( カ ) 子 等 の 看護 休暇 
( キ ) 短期 介護 休暇 
( ク ) 妊娠 障害 休暇 (つわり 休暇 ) 
(人 ケ ) 妊婦 の 休息 時 間 
( コ ) 妊婦 の 通勤 緩和 
ク 介護 休暇 (職員 の 勤務 時 間 、 休 日 及び 休暇 に 関す る 条例 ) 
ケ グ 介護 時 間 (職員 の 勤務 時 間 、 休 日 及び 休暇 に 関す る 条例 ) 
コ 子育て 又は 介護 を 行う 職員 の 深夜 勤務 及び 時 間 外勤 務 の 制限 (職員 の 勤務 時 間 、 休 日 及び 休 
暇 に 関す る 条例 ) 
サ 子育て 又は 介護 を 行う 職員 の 早出 遅 出勤 務 (職員 の 勤務 時 間 、 休 日 及び 休暇 に 関す る 条例 ) 
シ 体 憩 時 間 の 短縮 (職員 の 勤務 時 間 に 関す る 規程 ) 
ス 子育て 等 の 個人 事情 に 基づく 時 差 通勤 (子育て 等 の 個人 事情 に 基づく 時 差 通勤 の 実施 に つい 
て 」 (平成 29 年 3 月 10 日 人 第 904 号 ) ) 
(2) 典型 的 な 例 
ア 職員 が 、 制 度 等 の 利用 の 請求 等 を し た い 旨 を 上 司 に 相談 し た こと 、 制 度 等 の 利用 の 請求 等 を 
し た こと 若しくは 制度 等 の 利用 を し た こと に より 、 上 司 が 当該 職員 に 対し 、 昇 任 、 配 置換 等 の 





任用 





上 の 取扱 い 、 昇 格 、 昇 給 、 和 勤勉 


示唆 する こと 。 
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次 の ( ア ) か ら ( エ ) 






























































E 当 等 の 給与 上 の 取扱 い 等 に 





E で に 掲げ る 言動 に より 、 制 度 等 の 利用 の 請求 等 又は 制度 等 の 利 
































関し 、 不 利益 を 受け る こと を 














用 を 阻害 





する こと (客観 的 に みて 阻害 され る も の に 限る 。)。 


( ア ) fH 




















制度 等 の 利用 の 
該 請求 等 を し な v 
制度 等 の 利用 の 
ES 

測度 等 の 利用 
又は 継続 的 に : 





請求 等 を し た り 旨 
よう 言 
求 
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の 請 





を な EE 
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の 請求 等 を し た い 


当該 請求 等 を し な い 
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リコ 
て 

















示し て いる に も か か わら ず 、 
ウ 職員 が 制度 等 の 利 / 


続 的 に 























る 。)。 


SA 





示し て いる 
制度 等 の 利用 
該 請求 等 を 取り 下げ る よ 


















































tee 

















用 を し た こと に 
、 嫌 が ら せ 的 な 言動 を する こと 、 
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に ee 
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含む 。 





当 | 











文 は 
等 を 含み 、 客 観 的 に 














が 生じ 0 で き な 


2 状態 へ の 嫌がら せ 型 


「 状 態 


へ の 嫌がら せ 型 」 
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